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ソリューションのご紹介

Solution Over View

ELB Solution

Ｄｅｓｉｇｎ
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｅｔ消費者からの「声」を製品開発に有効に活かすことは市場における優位なポジション獲得のために非常に重要な要素の１つです。

インターネットなどを利用した調査では消費者の製品イメージや購入理由などを中心とした「声」を定量的に収集することに適していますが、試作
品の評価など実際の製品に手を触れ利用した上での結果を得たい場合などのソリューションとしてＣＬＴ調査をお勧めしています。
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■ 概要 ■ 特徴

ＣＬＴ調査によるプロトタイプテスト

CLT調査（Central Location Test） は会場集合調査などとも呼ばれ、予め決め

られた調査会場に調査対象者を集めアンケート調査やインタビューなどを通し

て消費者の声を収集する調査方法です。

消費者の価値観は多様化し、近年の経済状況の中で売れるモノ作りはますます

難しくなってきているといえます。革新的なアイディアや発明などによるシーズ

ベースでの商品開発には限界があるので、消費者の声の中からヒントを発見し、

より消費者のニーズを満たせるように商品作りを進めていく際にはこのCLT調査

は非常に有効な調査方法と言えます。

ELBでは外部調査会社と連携し、対象者のリクルーティングから会場手配と実

査、分析結果のご報告までをサポートしています。 調査品質

の維持

 守秘義務契約を結んだ対象者を会場に集めた調査となる

ので秘匿性の高い試作品や商品コンセプト案などの機密

情報の管理が行いやすくなっています。

 会場内で専門に訓練されたオペレータースタッフが実査の

進行やアンケート内容のデータチェックを行います。

 回答の漏れや不明確な回答もオペレータースタッフと対象

者の間で確認を取りながら進めていくので精度の高いデー

タを得ることができます。

ＣＬＴ調査

の特徴

 試飲や試食、試作品などに実際に手を触れ利用した上で

の調査が可能であるので、より具体的な評価を得ることが

できます。

 調査条件を揃えて調査をすることができるので、均質な状

態での結果を得ることができます。

 実査中は対象者が評価している姿を観察することでも知見

を得ることができます。

ＣＬＴ調査の例：

・新商品のコンセプト案を提示して評価を行いたい

・新商品のパッケージ案を評価させたい

・現在の商品の改善点などを発見したい

・ＣＭを見せた上で、好意度や印象を確認したい

など
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主要なアウトプットと解釈例

■調査会場のイメージ

ＣＬＴ調査によるプロトタイプテスト

■定量分析の例

好意度評価

プロファイル

評価

調査会場は対象者ごとに評価する内容が異なる場合も考慮し、背中合わせでの着座を行いそ

れぞれの席は仕切り版で隣の対象者の様子がわからないように区切られています。

着座した対象者にオペレータースタッフがつき、評価対象の製品をブースまで運んだり質問票

の回答不備等のチェックを行い実査を進行させます。

一般的には、１人あたり１時間までの調査時間として、休日の１日の調査で約１００名ほどのデータ

を得ることができます。

評価対象への総合的な評価結果として「好き⇔嫌い」などでの相互比

較をおこないます。

評価対象に応じて適切な評価ワードを設定し、それぞれが消費者から

どのような評価を得ているのかを比較しプロファイルとして理解します。

自社プロトタイプの好意度の評価が低い場合にはこのプロファイルのど

こかに原因があるはずであるので、競合品と比較を行いながら原因を

探ります。

共通に高い評価項目

競合製品に優位な項目

自社製品の評価が高い項目

競合製品

自社製品

競合製品Ａ自社製品

好き

嫌い

どちらでもない

競合製品Ｂ

好意度の平均点比較

プロファイル評価の
平均点比較
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■ ＰＪワークフロー

■ 概算お見積もり

■ 備考

■ 導入実績

■ 関連する他のサービス

ＣＬＴ調査によるプロトタイプテスト

• 対象者のリクルーティング方法によって１人あたりで可能な調査時間がことな
ります。

• プレリクルート型の場合、最長１時間程度、モールインターセプト型の場合は
最長でも３０分程度の調査時間となります。

課題ヒアリング

調査設計・分析デザイン

企画提案

ご報告会

課題背景とともに「どのような意思決定を行いたい
のか」を中心に理解を行います。また、予算制約の
中で最適なソリューションを検討しご提案します。

・調査項目の設計
・アウトプットデザイン
・調査スケジュールやご報告日時の調整

実査マネジメント：
調査会社の実査が支障なく進行するように、クライア
ントと調査会社との間に入り、クライアントの設計意思
が調査会社に正確に伝わるようにします。

実
査
準
備
と
実
査

調査票の作成
ファシリティ手配

実査＆回収
データクレンジング

実
査
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

集計／レポーティング

リクルーティング

3w
ee

k
2w

ee
k

2w
ee

k
2w

ee
k

・専門家からのヒアリングにより評価言語の抽出
・試作品設計に関する調査視点からのご提案


